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抄  録 本研究は，地域にある歴史的建造物の保全・活用を推進していくために，各地で実施されてい
る専門家育成講習の現状と課題を把握し，保全活用に携わる専門家育成のあり方に関する知見を得ること






Abstract In order to promote preservation of regional historic buildings, this study aims to grasp the present 
situation and tasks of the training system for preservation specialists. In addition, this study aims to obtain 
knowledge about the effective methods and the features of the training system. The first specialist training was 
carried ovct in Hyogo Prefecture in 2002, and is held in 49 areas as of July, 2018. The characteristics and 
implementation status of each region were clarified by comparative analysis of the contents of each course. Next, 
in the cases of Hyogo, Aichi and Okinawa, this research provide insight into how to cultivate specialists involved 
in conservation and utilization of historic buildings. 
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 開催目的について開催地区が増加した 2013 年前
後で比較を試みると，まず 2012 年までに開催して 
 
図１ 講習会実施地区と開催状況注 2） 
 
図２ 講習会開始年度別自治体数 
地区 主催 ' 01 ' 02 ' 03 ' 04 ' 05 ' 06 ' 07 ' 08 ' 09 ' 10 ' 11 ' 12 ' 13 ' 14 ' 15 ' 16 ' 17 ' 18
1 北海道 □ 1 2 3 4 5
2 岩手 ◆ 1 2
3 宮城 ◆ 1 2 3 4
4 秋田 □ 1 2
5 福島 □ 1 2 3 4 5 6
6 茨城 ◆ 1 2 3 S S S S
7 栃木 ◆ 1 2 3 4 5 S 6/S
8 群馬 ◆ 1 2 3 S 4 S 5/S
9 埼玉 ◆ 1
10 千葉 ◆ 1 2 3 4 5 6 7 8 9
11 東京 ◆ 1 2
12 神奈川 ◆◇ 1 2 3 4 5 6 補 S S
13 新潟 ◆ 1 2 3 S S
14 富山1 ◆□ 1 2 再/S S S
15 富山2 ◆ 1 2 3
16 石川 ◆ 1 2 S 3
17 福井 ◆ 1 2 3
18 ⻑野 ◆ 1 2 S/補 S
19 岐阜 ◆ 1 2 3 4 S S S
20 静岡 ◆ 1 2 3 4 5 S 6 S S 7 S
21 愛知 ◆ 1 2 3 4 5 S S 6
22 名古屋 □ 2 3 1 2 3
23 三重 ◆ 1 2 3 4 5 6 S S
24 滋賀 ◆ 1 2 3 4/S 5
25 京都 □ 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
26 大阪 ◆ 1 2 3 4/S 5/S 6/S
27 兵庫 □ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 再/S 13 再/S 14 S
28 奈良 ◆ 1 2 3 4 S S S 5 S
29 和歌山 ◆ 1 2 3 4 5 6
30 鳥取 ◆ 1 2 3 4
31 島根 ◆ 1 2 3 S/補
32 岡山 ◆ 1 2 3 4 5 補
33 広島 ◆ 1 2 3 4 5 6
34 山口 ◆ 1 2
35 徳島 ◇ 1 2 3 4 5 6 S S
36 香川 ◆ 1 2
37 愛媛 ◆ 1 2 3
38 高知 ◆ 1 2 3
39 福岡 ◆ 1 2 3 4 5 S/補
40 佐賀 ◆ 1 2/S
41 ⻑崎 ◆
42 熊本 ◆ 1 2 3 S 4 5 6
43 大分 ◆ 1 2 3 S S S S S
44 宮崎 ◆ 1 2 3 S
45 鹿児島 ◆ 1 2 3 4 S
46 沖縄1 ◆ 1









































































岩手 ◆ 2017 ●⑩ 30,000 50,000 有
地域固有の文化的な価値のある歴史的建造物の保全活用を促し、地域の特性を活かした後世に引き継ぐま
ちづくりのため、歴史的建造物の発掘、意義付け、保全活用設計や相談を行う専門家を育成
宮城 ◆ 2016 ● 有
地域の歴史的文化遺産を再発見・保存活用を目指し、これらの文化財を調査改修し、まちづくりに活かす能力
を持った人材の養成
秋田 □ 2018 ●⑤ 有
個性的で魅力的な地域づくりに生かしていくために、伝統的建造物に対する歴史的価値、伝統工法、修理技
術、防災対策など専門的な知識や技術を有する人材の養成
福島 □ 2018 ●⑩◎ 30,000 50,000 有
地域の特性を活かした後世に引き継ぐまちづくりを担い、歴史的建造物等の発掘、意義付け、保全活用設計
や相談を行う専門家の育成
茨城 ◆ 2014 ● 30,000 40,000 有 地域に埋もれた文化的価値のある歴史的建築物の発掘・保存・活用を担う専門家を育成・登録
栃木 ◆ 2016 ● 無
地域の特性を活かしたまちづくりが求められるなか、建造物等の発掘、意義付け、保全活用設計や相談を行う
専門家の育成
群馬 ◆ 2018 ● 20,000 30,000 有
地域の個性を活かしたまちづくりが求められるなか、建造物の発見・調査、保全・活用のまちづくりの相談や設
計を行う建築士の育成
埼玉 ◆ 2017 ●◎△ 30,000 35,000 無
地域固有の風景を回復しつつ誇りのもてる地域づくりに貢献するため、歴史的建造物等の発見・調査、保全・
活用のまちづくりの相談や設計を行う技術者を育成
千葉 ◆ 2018 ● 有 遺産を活かす専門家の育成









2015 ● 30,000 35,000 有
文化的な歴史的建物の発掘評価・保全活用提案、そして地域の方と一緒にまち並みの保全に関わる能力を
もった建築専門家の育成
富山２ ◆ 2013 ● 有 伝統建造物の工法の良さを残した改修が行える技術者の養成
石川 ◆ 2016 ● 有
歴史的建造物に対する文化的価値を見出し、保存・活用に向けて提案すると共に、修復等の専門的な知識や
技術を持つ人材の育成
福井 ◆ 2015 ● 有
地域固有の風景を回復しつつ誇りの持てる地域づくりに貢献していくため、歴史的建造物を発見・発掘・保存・
活用し、まちづくりに活かす能力を持った人材の育成
長野 ◆ 2016 ● 30,000 45,000 無 歴史文化遺産を活用し、地域のまちづくり事業へ貢献する人材の育成
岐阜 ◆ 2015 ●〇▲ 無
地域財産や文化財調査を行い価値を理解し、保存・活用維持管理や改修等に関して適切な助言指導を行う人
材育成
地域文化財専門家 ● 30,000 38,000
地域文化財サポーター △
愛知１ ◆ 2018 ● 有
文化財建造物を活かすために、保存・活用の助言、県内の文化財建造物を登録するための資料作成等に協力
する人材養成
□ 2013 ● 無 名古屋市が目指す身近な歴史的建造物の保存活用の担い手となる専門的知識をもった人材を養成する
□ 2016 ▲ 無 歴史的建造物の保存・活用の活動に協力できる人材の育成
三重 ◆ 2015 ●△ 有 文化財建造物の詳細調査ができ、保全・活用について助言できる専門家の育成
滋賀 ◆ 2018 ●△ 20,000 25,000 有
歴史的建造物の保存・活用や災害対策に必要な能力を身につけ、歴史的建造物を地域の財産としてまちづく
りに結びつける取り組みにリーダーシップを発揮する人材の育成
京都 □ 2018 ●△ 有 歴史的建造物を保存・活用し、後世に伝えられる専門的知識を持った人材の育成





奈良 ◆ 2017 ●⑩ 24,000 30,000 有
文化価値のある建造物を掘り起こし、保全活用策の提案による単体の地域の伝統文化を活かした住まいまち
づくりから、面的なまちづくりを図る
ヘリテージマネージャー ● 30,000 36,000
ヘリテージサポーター ▲
鳥取 ◆ 2016 ●△ 20,000 25,000 有 歴史的建造物の掘り起こし及び地域振興の資産としての活用をコーディネートできる人材の育成
島根 ◆ 2017 ● 有
地域固有の建物やそれらが構成する街並み等を、地域の貴重な歴史文化遺産として保存活用し、まちづくりに
活かす能力を持った人材の育成
岡山 ◆ 2017 ● 20,000 30,000 有
歴史文化遺産を活かしたまちづくりを推進するために、歴史文化遺産を発見、再生し、活性化に参画する専門
的知識を有する人材の育成
広島 ◆ 2018 ●①〇 36,000 42,000 有 地域に眠る歴史的文化遺産を発見・保存し、まちづくりに活かす能力を持った人材の育成
山口 ◆ 2018 ● 無
歴史的建造物に対する文化的価値を積極的に見出し、保存・活用にむけて提案すると共に、修復などの専門
的な知識や技術を待つ人材の育成
徳島 ◇ 2016 ● 有 専門知識を持つ専門家の人員確保
香川 ◆ 2017 ● 無 歴史的建造物の修理や維持管理、評価などに携わる人材の確保





福岡 ◆ 2017 ● 36,000 42,000 無 地域に眠る歴史文化遺産を発見し、保全し、活用し、地域づくりに活かす能力を持った人材の育成
佐賀 ◆ 2016 ●△ 無 遺産を活かす専門家の育成
長崎 ◆ 2016 ● 30,000 40,000 無
地域固有の風景を回復しつつ誇りをもてる地域づくりに貢献するために、地域に存在する歴史的建造物の保
存・活用を推進する地域の歴史的建造物保存のリーダーの育成
熊本 ◆ 2018 ● 30,000 36,000 無 地域に眠る歴史的建造物を発見し・保全・活用し、地域づくりに活かす能力をもった人材の育成
大分 ◆ 2013 ●△ 12,000 15,000 有 身近な歴史的建造物を発掘し、今後の地域文化の向上に結びつけていく人材の養成
宮崎 ◆ 2016 ●△ 30,000 35,000 有
地域固有の文化的な価値のある歴史的建造物を発見し、その保存・活用について協力と助言を行う能力を持
ち、地域の特性を活かしたまちづくりに貢献していく人財の育成
鹿児島 ◆ 2016 ● 無
地域に眠る歴史的建造物を発掘・再評価し、修復保全・活用提案を行うとともに、地域づくりに活かす専門家の
育成
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いる自治体では，調査・修理を行う人材確保と技術










15 件中 5 件と 3 割程の明記であったことに対し，























































































































































防災 1.7 0 6.0
耐震 2.3 0 8.0
景観まちづくり 3.5 0 12.5
保存・活用・マネジメント 9.1 2.5 19.5
修理・修復・復旧 4.9 0 23.0
技法・工法 4.6 0 11.0
発表 4.4 0 15.0
調査・演習 17.0 0 41.5
討論 3.9 0 28.0
歴史 4.7 0 13.3
法制度 2.7 0 7.5
F その他 1.3 1.3 0 0.0 5.0 5.0
項目 平均 最小値 最大値
A 4.0 0.0 9.0
B 12.5 3.5 22.5
C 9.6 0.0 27.0
D 25.3 7.5 46.0
E 7.3 0.0 18.3
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